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滋
賀
医
科
大
学
福
祉
保
健
医
学
講
座
は
、
疾
病
の
発

症
予
防
法
を
明
ら
か
に
し
て
予
防
対
策
を
確
立
す
る
こ

と
や
、
高
齢
者
の
生
活
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
て
、
公

衆
衛
生
的
な
視
点
か
ら
研
究
・
実
践
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
講
座
で
は
衛
生
・
公
衆
衛
生
の
固
有
の
学
問

体
系
を
、
疾
病
の
予
防
や
治
療
、
ケ
ア
の
社
会
的
対
策

の
科
学
的
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
と
実
践
で
あ
る
と
考
え
、

そ
の
た
め
の
手
法
と
し
て
疫
学
を
学
問
体
系
の
中
心
に

置
い
て
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

疫
学
の
目
的
は
、
病
気
の
原
因
を
社
会
生
活
・
人
間

集
団
の
中
で
観
察
し
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

予
防
対
策
を
た
て
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
疫
学
研
究

な
し
に
は
、
疾
病
の
原
因
と
そ
の
社
会
的
な
影
響
の
大

き
さ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
疾
病
の

発
症
を
予
防
す
る
具
体
的
な
方
法
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
、
そ
の
治
療
方
法
を
開
発
す
る
こ
と
と
同
様
に
重
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要
な
こ
と
で
あ
る
。

今
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
扱
う
こ
と
は
医
学
研
究
の
最
先
端
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
解
析
だ
け
で
疾
病

の
予
防
と
治
療
方
法
が
す
べ
て
確
立
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
か
つ
て
脳
卒
中
死
亡
率
が
世
界
一
高
か
っ
た
日
本

で
、
１
９
６
０
年
以
降
30
年
間
に
死
亡
率
が
80
％
減
少

し
て
世
界
一
の
長
寿
国
に
な
っ
た
の
も
、
生
活
習
慣
の

改
善
と
高
血
圧
患
者
の
発
見
と
管
理
・
治
療
に
よ
る
脳

卒
中
の
一
次
予
防
に
取
り
組
ん
だ
結
果
で
あ
る
と
い
え

る
。１

９
９
６
年
の
公
衆
衛
生
審
議
会
の
答
申
で
「
成
人

病
」
に
代
わ
っ
て
「
生
活
習
慣
病
」
と
い
う
こ
と
ば
が

講
座
が
実
施
し
て
き
た
大
規
模
疫
学
共
同
研
究
に
は
、

国
際
共
同
研
究
「
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｐ
（
イ
ン
タ
ー
マ
ッ

プ
）」
や
「
大
規
模
コ
ホ
ー
ト
研
究
」、
厚
生
省
の
長
期

慢
性
疾
患
総
合
研
究
事
業
で
「
生
活
習
慣
病
班
」
の
総

括
班
長
と
し
て
行
っ
た
「
生
活
習
慣
に
対
す
る
介
入
研

究
」
な
ど
が
あ
る
。

「
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
で
は
、
高
血
圧
の
予
防
に

望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
日
本
、

ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
イ
ギ
リ
ス
の
４
カ
国
で
、
約
５
０

０
０
人
の
40
歳
か
ら
59
歳
の
人
た
ち
を
対
象
に
、
国
際

比
較
が
可
能
な
よ
う
に
同
じ
方
法
、
計
画
、
条
件
で
正

確
な
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

日
本
で
は
北
海
道
、
富
山
県
、
和
歌
山
県
、
そ
し
て

滋
賀
県
愛
東
町
が
調
査
対
象
地
域
と
な
り
、
愛
東
町
で

は
町
民
と
保
健
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
96
年
９
月
か

ら
97
年
３
月
に
か
け
て
、
約
３
０
０
人
の
無
作
為
に
抽

出
し
た
協
力
者
に
対
し
て
４
回
の
正
確
な
栄
養
調
査
と

血
圧
測
定
、
２
回
の
24
時
間
蓄
尿
を
行
っ
た
。

４
年
間
に
わ
た
る
デ
ー
タ
の
収
集
を
終
え
て
、
い
よ

い
よ
今
年
か
ら
調
査
結
果
が
順
次
公
表
さ
れ
る
が
、
解

析
結
果
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
食
品
を
食
べ
て
い
た
ら
血

圧
が
少
し
で
も
低
く
な
る
か
を
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
で

明
ら
か
に
で
き
る
な
ど
、
今
後
の
保
健
活
動
で
個
別
指

導
の
理
論
的
根
拠
と
な
る
た
い
へ
ん
重
要
な
デ
ー
タ
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
０
０
１
年
に
は
国
際
循
環
器
病
予
防
学
会
が
日
本

で
開
か
れ
る
予
定
で
、
こ
の
場
で
「
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ａ

Ｐ
」
の
日
本
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
最
終
的
な
報
告
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
福
祉
保
健
医
学
講
座

で
は
「
生
活
習
慣
病
」
と
い
う
こ
と
ば
が
使
わ
れ
る
以

前
か
ら
、
生
活
習
慣
の
是
正
に
よ
る
疾
病
の
一
次
予
防

研
究
に
取
り
組
み
、
介
入
研
究
に
よ
る
科
学
的
な
評
価

を
行
っ
て
き
た
。

ま
た
研
究
の
場
と
し
て
、
県
内
外
の
数
多
く
の
市
町

村
や
事
業
所
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、
現
場
の
保
健
医
療

従
事
者
と
連
携
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
き
た
。
国
際

共
同
研
究
な
ど
の
大
規
模
疫
学
共
同
研
究
を
実
現
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
形

で
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
と
の
信
頼

関
係
を
築
い
て
き
た
こ
と
に
よ
る
と
い
え
る
。

モントリオールで開催されたインターマップ会議

栄
養
と
血
圧
に
関
す
る
国
際
的
な
疫
学
調
査
「
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」

愛東町で行なわれた栄養調査
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発展する大規模疫学共同研究�[           ]

文部省基盤研究Ａ�

米国ＮＩＨ研究�

世界5000名の調査�

栄養と血圧�
ＩＮＴＥＲＭＡＰ�

ＮＩＰＰＯＮ　ＤＡＴＡ80

高　血　圧�

高コレステロール血症�

喫　　　煙�

耐糖能異常�

厚生省健康科学研究�

大規模多施設共同研究�

長期の介入効果�

長寿科学研究�

１万人と8000人の追跡調査�

ＡＤＬ、ＱＯＬ�

元気で長生きできる要因�

ＮＩＰＰＯＮ　ＤＡＴＡ90

　厚生省の長期慢性疾患総合研究事業「生

活習慣病班」の総括班長として、また健康科

学総合研究事業の「ハイリスク者に対する

介入研究班」の班長として、生活習慣の改善

によって介入する無作為化比較対照試験。�

　厚生省の長寿科学研究の班長として、

「元気で長生きする要因」を明らかに

するため実施された疫学追跡調査。

厚生省の「健康日本21」の基礎調査

として多大の貢献をした。�

　血圧に影響を与える栄養因子の国際共同

研究。Ｉｎｔｅｒｓａｌｔの２世代目の研究として、

文部省の基盤研究Ａとしてわが国の４研究

機関をまとめて実施しているもので、血圧

を下げる未知の栄養因子が疫学的にはじめ

て明らかになると期待されている。�

国 際 共 同 研 究�

大規模コホート研究�

生 活 習 慣 に 対 す る�
介 入 研 究�

「
大
規
模
コ
ホ
ー
ト
研
究
」
通
称
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
　
Ｄ

Ａ
Ｔ
Ａ
80
」「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
　
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
90
」
は
、
１

９
８
０
年
と
１
９
９
０
年
の
厚
生
省
の
「
循
環
器
疾
患

基
礎
調
査
」
の
追
跡
調
査
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
１
万
人
、

８
０
０
０
人
が
調
査
対
象
と
な
り
、
全
国
の
保
健
所
の

約
３
分
の
１
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
日
本
を
代
表
す
る

コ
ホ
ー
ト
研
究
で
あ
る
。

高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作

能
力
）
が
低
下
せ
ず
、
脳
卒
中
や
他
の
循
環
器
疾
患
に

か
か
ら
ず
、
高
齢
に
な
っ
て
も
自
立
し
た
生
活
を
営
み

元
気
で
長
生
き
す
る
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
疫
学
追
跡
調
査

た
い
と
い
う
多
く
の
国
民
の
願
い
に
応
え
る
た
め
に
、

「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
　
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
」
は
「
元
気
で
長
生
き
で

き
る
要
因
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
研
究
課
題
と
し

て
い
る
。

代
表
的
な
循
環
器
疾
患
の
危
険
因
子
と
総
死
亡
お
よ

び
各
死
因
と
の
関
連
を
求
め
、
対
象
と
な
る
危
険
因
子

と
し
て
最
大
血
圧
値
、
最
小
血
圧
値
、
血
清
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
、
血
糖
値
、
喫
煙
習
慣
、
飲
酒
習
慣
、
肥
満

度
の
指
標
で
あ
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
の
解

析
を
行
い
、
さ
ら
に
65
歳
以
上
の
対
象
者
に
は
、
食
事
、

入
浴
、
着
替
え
、
排
泄
、
歩
行
な
ど
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
や
Ｑ
Ｏ

Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
調
査
を
実
施
し
た
。

こ
の
研
究
成
果
は
厚
生
省
が
定
め
る
健
康
政
策
目
標

「
健
康
日
本
21
」
の
基
礎
資
料
と
し
て
多
大
な
貢
献
を
果

た
し
た
ほ
か
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
研
究
と
し
て
世
界

に
発
信
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

生活習慣改善のための介入研究ミーティング
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厚
生
省
の
長
期
慢
性
疾
患
総
合
研
究
事
業
と
し
て
行

っ
た
「
生
活
習
慣
に
対
す
る
介
入
研
究
」
は
、
第
一
線

の
保
健
医
療
従
事
者
に
よ
る
生
活
習
慣
病
対
策
と
し

て
、
高
血
圧
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
、
喫
煙
、
耐

糖
能
異
常
に
対
し
て
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
っ
て
介
入

す
る
、
わ
が
国
最
初
の
無
作
為
化
比
較
対
照
試
験
で

あ
る
。

循
環
器
疾
患
の
ハ
イ
リ
ス
ク
集
団
に
対
し
て
、
健
康

教
育
な
ど
で
生
活
習
慣
改
善
を
図
っ
て
リ
ス
ク
を
低
下

さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
、
保
健
指
導
に
よ
る
介
入
研
究

と
し
て
予
防
対
策
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
期
待
さ

れ
て
い
る
。
昨
年
か
ら
は
、
厚
生
省
健
康
科
学
総
合
研

究
事
業
と
し
て
全
国
７
０
０
０
人
を
対
象
と
し
た
新
た

な
介
入
研
究
が
６
年
計
画
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

さ
ら
に
10
年
に
わ
た
っ
て
福
祉
保
健
医
学
講
座
固
有

の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
と
し
て
、
高
島
郡
の
全
住
民
を
対

象
に
行
っ
て
き
た
「
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
発
症
登
録
」

は
、
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
で
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
が
発

症
し
て
、
そ
の
予
後
の
状
態
が
ど
う
な
る
か
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
、
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
、
ど
の
程
度
の

介
護
が
必
要
な
の
か
、
地
域
の
予
防
対
策
や
施
設
の
整

備
、
介
護
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
も
含
め
て
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

生

活

習

慣

病

対

策

と

し

て

の

介

入

研

究

信
楽
町
で
２
４
０
０
人
の
町
民
を
対
象
に
昨
年
ス
タ
ー

ト
し
た
調
査
研
究
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、
高
血
圧
、
脂

質
代
謝
異
常
、
耐
糖
能
異
常
に
よ
る
動
脈
硬
化
性
疾
患

の
予
防
を
目
的
と
し
た
ゲ
ノ
ム
研
究
で
あ
り
、
さ
ら
に
わ

が
国
で
は
前
例
の
な
い
、
倫
理
基
準
を
す
べ
て
ク
リ
ア
す

る
手
法
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

調
査
を
始
め
る
に
当
た
り
、
町
長
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

さ
ら
に
は
対
象
と
な
る
町
民
１
人
ひ
と
り
に
説
明
を
行
っ

て
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
コ
ン
セ
ン
ト
の

徹
底
を
図
り
、
受

診
者
の
８
割
に
当

た
る
２
４
０
０
人
か

ら
同
意
署
名
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
際
、
特
定

の
遺
伝
病
を
明
ら

か
に
す
る
の
で
は

な
く
、
体
質
が
あ

っ
て
も
予
防
で
き

る
疾
患
を
対
象
に
、
環
境
と
の
関
わ
り
を
調
べ
る
と
い
う

目
的
を
は
っ
き
り
説
明
し
て
、
調
査
の
結
果
を
逐
一
住

民
に
返
す
こ
と
や
、
新
し
い
調
査
を
行
う
場
合
は
再
度
、

住
民
に
説
明
し
て
同
意
を
得
る
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り

伝
え
る
よ
う
に
し
た
。

マ
ク
ロ
的
な
研
究
の
最
先
端
と
し
て
行
わ
れ
た
「
Ｉ
Ｎ

Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
の
対
局
に
あ
る
と
も
い
え
る
ゲ
ノ
ム
研

究
に
着
手
し
た
こ
と
で
、
疫
学
研
究
を
マ
ク
ロ
と
ミ
ク
ロ

の
両
先
端
に
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

遺
伝
子
を
分
析
し
個
人
の
疾
病
予
防
に
役
立
て
る
こ

と
は
今
後
広
く
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
遺
伝
的
な
素
因
が
あ
っ
て
も
生
活
環
境
を

整
え
る
こ
と
で
疾
病
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
。

今
後
は
講
座
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
れ
ら
の
調
査
か
ら

得
ら
れ
る
結
果
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
国
や
地
域
の

健
康
づ
く
り
に
生
活
環
境
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
を
明

か
に
し
、
全
国
的
に
遅
れ
て
い
る
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

地
域
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
行
政
や
住
民
と
と
も
に
考

え
、
実
践
し
て
い
き
た
い
。

予

防

を

目

的

と

し

た
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ム
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マクロとミクロの両先端へ進む疫学研究�

疾病予防を目的としたゲノム疫学研究�

率先して実施したインフォームドコンセント�

1. 町長への説明と了解�
2. 保健センターへの説明と了解�
3. 個人個人に説明と同意を得て協力依頼�
　 同意を得た項目は、高血圧、脂質代謝異常、耐糖能�
　 異常に関する遺伝子分析と環境要因の解析。�
4. 8割の方の同意、総計2400人に同意署名を得る。�
5. 研究項目の滋賀医科大学倫理委員会での承認�

1. ACE遺伝子多型と血圧水準、高血圧�
2. アルコール代謝関連遺伝子と血圧、脂質代謝�
3. CETP欠損と脂質代謝、生活習慣�

予防対策の効果�

健康日本21に貢献�

ミクロ�

ゲノム研究�

マクロ�

NIPPON DATA�
大規模コホート研究�

大規模介入研究�
疾病登録�

信楽町研究�

体質を環境で制御�
インフォームドコンセント�

INTERMAP�
国際共同研究�

血圧を下げる栄養素�
食物�

遺伝的素因があっても、どのような生活習慣を持てば
高血圧、脂質代謝異常、耐糖能異常、等からくる動脈
硬化性疾患を予防できるかを明らかにする。�

ゲノム解析予定�

愛東町�

人 間�

大 規 模 疫 学 共 同 研 究


